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ＤＭＯ設立について 

（１）ＤＭＯの種類 

分類 定義 

広域連携ＤＭＯ 
・地方ブロックレベルの区域を一体とした観光地域として、マーケティングやマネジメント等を行うこと
により観光地域づくりを行う組織。 

地域連携ＤＭＯ 
・複数の地方公共団体に跨がる区域を一体とした観光地域として、マーケティングやマネジメント等を行
うことにより観光地域づくりを行う組織。 

地域ＤＭＯ 
・原則として、基礎自治体である単独市町村の区域を一体とした観光地域として、マーケティングやマネ
ジメント等を行うことにより観光地域づくりを行う組織 

 

（２）候補ＤＭＯから正式登録へのハードル 

・上記３種類のＤＭＯのうち、特に複数の市町村により形成される地域連携ＤＭＯにおいて、合意形成が難しく、3年間の期限まで

に正式登録（下図参照）されず、登録廃止に至るケースが出ている。 

 

 〇 合意形成が難しい例 

  【地域連携 DMO】 

  ・地域連携 DMOを標榜しながらも、モデルルートの形成等で合意がうまくいかない（相互に自身の自治体や自治体内の事業者

に有利な方向を模索しがち） 

  ・まず候補 DMO となり、登録 DMOとなるための期限（３年）までに連携方法、財源等の合意形成を図ろうとするも、合意が

得られず解散するケースもみられる。 
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候補 DMOから３年以内に 
登録 DMOとなる必要 
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■その他取消事例（北海道分） 

 

 

■地域連携 DMOメンバー離脱事例【候補 DMO】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 種別 構成自治体 備考 

一般財団法人丘のまちびえい活性化協会 地域 DMO 

（正式登録 DMO） 

美瑛町 令和４年１月更新登録→令和５年３月正式登

録取消 

※美瑛町観光協会に DMOを移管 

一般社団法人ノース・シティ DMO 地域連携 DMO 

（候補 DMO） 

寿都町、 

島牧村 

令和４年１０月候補DMO登録→令和５年３月

候補 DMO取消 

 

【候補 DMO】（地域連携ＤＭＯ） 

・一般社団法稚内観光協会（事務局） 

 

【構成自治体】 

・稚内市、利尻町、利尻富士町、礼文町 

 

【経緯】 

・連携の話が進捗せず、豊富町が離脱 
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更新登録制の導入 
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■更新登録事例（北海道分） 

 

 

  

名称 種別 構成自治体 備考 

一般社団法人ひがし北海

道自然美への道 DMO 

地域連携 DMO 

（正式登 DMO） 

釧路市、網走市、帯広市、北見市、 

紋別市、中標津町、別海町、弟子屈町、

斜里町、新得町、鹿追町、大空町、 

鶴居村、美幌町 

令和元年３月登録 

→ 令和４年３月登録更新 

 

大雪山ツアーズ株式会社 地域 DMO 

（正式登 DMO） 

上川町 平成 29年 11月登録  

→ 令和５年１月登録更新 
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（３）地域ＤＭＯと地域連携ＤＭＯの二階建てで観光振興に取り組む事例（富良野市） 
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（４）優良事例 

■① 愛媛県大洲市 一般社団法人キタマネジメント（地域ＤＭＯ） 

・不動産開発事業、ふるさと納税代行事業（返礼品プロデュースも）で財源を捻出 
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■② 宮城県気仙沼市 一般社団法人気仙沼地域戦略（地域ＤＭＯ） 

・気仙沼クルーカードを利用したマーケティングを追求し、リピート化を強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


